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群飼育哺育牛の健全な発育と管理省力化を両立させる 
体調不良個体 AI 検出システムの開発 

 
１ 代表機関・研究代表者 

国立大学法人 北海道大学 大学院農学研究院 上田宏一郎 
 
２ 研究期間：令和５年度～令和７年度（３年間） 

 

３ 研究目的 

既開発の群飼育哺育牛の体調不良個体 AI検出システムを改良し、実

用化製品を完成させ、製品導入時の体調改善法構築と発育への長期的

効果検証を行い、哺育牛の健全な発育と管理省力化の両立を実現する。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

①  体調不良個体早期発見システム製品の実用化 

各種健康指標モニタリング値から AIによる早期疾病予測を行うシ

ステムを製品化し、哺育時の発育・労働力等への効果の検証を行う。 
（古河電気工業（株）、北海道大学大学院農学研究院） 

 

② 体調不良個体早期発見システム製品普及に向けた体調改善プログ

ラム構築と長期的効果検証 

早期発見時の早期対処のための体調改善プログラムの開発と、シ

ステム導入による育成期発育への長期効果を明らかにする。 
（酪農学園大学、北海道総合研究機構酪農試験場） 

    

５ 最終目標 

早期発見精度 80%を有する試行販売可能なシステム製品を完成させ、

システム導入の効果を預託哺育牧場において定量するとともに、治療

費と抗菌剤使用量 20%低減、育成時日増体量 0.1kg 向上させる。 

 

６ 期待される効果・貢献 

本製品普及により、北海道内預託哺育牧場で年 3.9 億円、本州酪農

および肉牛素牛生産では年 23 および 30 億円の経済効果が期待され、

労働力不足や抗菌剤多使用等の社会的課題解決にも寄与する。 

 
【連絡先 国立大学法人 北海道大学 大学院農学研究院 011-706-2550】 
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